
クォーター制委員会 議事録 

1. 会議名 第 1回 クォーター制委員会 

2. 開催日時 令和８年１月２２日(木)１４：３０～ 

3. 開催場所 日田商工会議所 4階 議員サロン 

4. 出席者 

 会     頭: 瀬戸 亨一郎 

委 員 長：  梶原 康輝 

担当副会頭：園田 匠 

出 席 者：  江藤 秀平、加納 信男、平川 加奈江 

専務理事： 樋口 恒成 

事 務 局：  大石、黒木、中島、松尾 

5. 議題 １、委員長挨拶  

２、議事  

①副委員長の選任について  

②今後の委員会事業について  

(1) 委員会の目的・方針について (2) 日田市議会の議員定数に関する現状

と課題（適正規模の検証） (3) 女性・若者の議会参加促進に向けた環

境整備 (4) 今後 のスケジュールと提言に向けたアクション 

    ３、その他 

6. 主な発言要旨 

①副委員長の選任について…加納委員が承認される 

②今後の委員会事業について 

(1) 委員会の目的・方針について 

• 梶原委員長： 本日は第 1 回目の開催である。日田市の人口が 57,926 人となり年々減少

する中で、現在の議員定数（22 名）が適正か、また女性や若者が参加しやすい環境にある

かを検証したい。単なる削減ありきではなく、持続可能な議会のあり方を検討し、商工会議

所として具体的な提言を行うことを目的とする。 

• 梶原委員長： 市議会側でも現在、議長の諮問機関で定数削減や現状維持の議論が進んで

おり、3月には方向性が出る見込みである。商工会議所としても独自の視点で検証し、意見

を集約する必要がある。 

(2) 日田市議会の議員定数に関する現状と課題 

• 江藤委員： 削減議論の際、旧郡部（上津江・中津江・前津江等）の議員が減り、地域の

声が届かなくなる「地域代表制」の欠如が懸念される。定数減のデメリットをどう補うか、

例えば地区代表制の導入可否なども含め、実情に即した議論が必要である。 

• 江藤委員： 比較として中津市（人口約 8万人）は定数 24名であるのに対し、日田市は 22

名と人口規模の割に多い印象を受ける。他自治体との比較データを精査し、削減による弊害



が本当に生じるのか、具体的な検証が必要である。 

• 平川委員： 議員の「質」も問題である。職業を持ちながら地域のために活動する市民代

表ではなく、議員報酬のみで生計を立てる「議員業」化しているケースが見受けられる。 

定数議論と併せて、市民による議員評価の仕組みや、活動の質の向上を求めるべきではない

か。 

• 加納副委員長： 議員が何をしているか見えないことが一番の問題である。委員会活動や

一般質問の内容が市民に伝わっておらず、定数削減の是非を判断する材料自体が不足して

いる。 

(3) 女性・若者の議会参加促進に向けた環境整備 

• 梶原委員長： 若者や女性の立候補を阻む要因として、供託金や選挙費用といった「資金

面のハードル」、仕事（中小企業勤務等）との両立の難しさ、議会用語の難解さが挙げられ

る。 

• 梶原委員長： 立候補希望者への相談窓口（サポートセンター的機能）の設置や、現職の

女性・若手議員へのヒアリングを行い、実態や課題を掘り下げたい。 

• 江藤委員： 「若者」の定義は広範だが、社会に出る前の中高生段階からの主権者教育が

不足している。早い段階から政治や地域の未来に関心を持たせる教育的アプローチも重要

である。 

• 平川委員： 議員の役割や年間スケジュール、月間の活動内容を可視化し、「自分にもでき

るかもしれない」と思わせるような情報発信（「議員の仕事カタログ」のようなもの）が必

要である。 

(4) 今後のスケジュールと提言に向けたアクション 

• 委員長： 令和 9年 4月の市議会議員選挙に向け、本委員会としての提言を令和 8年 8月

を目途にまとめ、市議会へ提出するスケジュールで進めたい。 

• 瀬戸会頭： 宮崎県日向市では、定数半減と議員報酬増額（1.7倍）をセットで行い、議

員の質を確保しつつ総人件費を抑制することを目的とした調査委員会を立ち上げた。こう

した先進事例の研究も行うべきである。 

7. 決定事項 

• 開催頻度： 原則として月 1 回の開催とする。 

• 提言の時期： 来年 4月の改選に間に合わせるため、今年 8月までに商工会議所としての

意見（定数のあり方・環境整備策）を集約し、提言を行う。 

8. 今後の対応・宿題事項 

• 他都市事例の調査： 日向市（定数減・報酬増）や近隣自治体（津久見市・国東市等）の

定数変更事例・経緯について事務局にてデータを収集する。 

• ヒアリング実施： 議会の実態（表に出ない事情含む）を把握するため、議員 OB等への聞

き取り調査を検討する。 

• 議員活動の可視化： 候補者発掘のため、議員の年間・月間活動内容を分かりやすくまと

めた資料の作成準備を行う。 



• 情報公開： 本委員会の議事録はホームページ上で公開する。 

・次回開催：令和８年２月２０日（金） １３：３０より            以上 


